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  1978年にドイツのAudretch 教授により提唱されたOncoplastic Breast Surgery（以下OPBS）は欧州か
ら米国、南米、そしてアジアへと拡がった。本邦でも徐々に乳癌手術にOPBSの概念が導入されてきた。その中で、
2012年に第1回日本オンコプラステックサージェリ学会（JOPBS）が開催された。OPBSは手術での局所根治
性と左右乳房のよりよいバランスを目的に、乳房温存術、切除術、欠損部充填、再建術、そして乳頭乳輪再建などの
手技が網羅されている。OPBSの導入に伴い乳腺外科医、形成外科医は癌根治術、再建術によるより良い整容性の
みならず、術前・後化学療法、放射線治療などの補助療法とOPBS手技を行う時期など時間軸を意識した外来診療
が求められる。
  脂肪注入はOPBS手技の中で大きな比重をもつ。目的は①温存後の欠損部充填法の一つとして、そして②乳房全摘・
再建後のデコルテ補正を担う。注入する脂肪には体表（主として腹部～大腿）から採取する。②であれば単純に採取
した脂肪でも十分な生着が期待できるが、①の場合は乳房自体が繊維化し血流量が減少した状態である。十分な脂肪
の生着には脂肪注入部の血流量増加、生着を期待できる脂肪幹細胞を含む再生細胞を豊富にした脂肪注入（Cell 
Enriched Fat Transfer: CEFT）が必要と思われる。当院では①に対してCEFTを 25例に施行し良好な結果を
得たが、幹細胞指針による現在中断している。②に対して現在も単純脂肪注入を施行している。脂肪注入のOPBS
での位置づけ、自験例を報告する。


